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ム教徒とヒンドゥー教徒との関係，ブタ飼い（牧夫）同士の社会関係，ブタ飼いの放牧の範囲とテリトリー，
牧夫による種ブタとの関わり方，掛け声を含むブタの飼い方，ブタの餌を確保する方法，野生サトイモの
存在の重要性，エサ場（コモンズ）の利用方法，年間の移動ルート，ブタの泳続距離など，バングラデシュ
でブタの遊牧が成り立つ理由とそのメカニズムを解明した。動物を操る技術は，人間の文明（農耕と牧畜）
の一つであり，解明する意味は大きい。今後は，以下の3点の課題に取り組む。①舎飼い，放し飼い，遊牧
の3つのブタ飼い方と地域的差異を，文化と民族移動を重ね合わせることによって重層的に解明すること。
②肥育するブタ飼いと牧夫など，ブタを介したネットワークを面的に把握すること。③世界中のどこの地
域でブタの遊牧が行われているかを把握することである。
あるテーマで現地に入ったとき，そこで面白いと感じるものにはいくつかの種類がある。面白いと感じ
たものが学会で求められるテーマかどうかを見極めることは，自分のプロフェッショナル科学が何かを意
識した上での自己点検である。既存の研究を踏まえた上で，現地で見つけた面白いテーマをフィールド
ワークによって解明することが，地理学の醍醐味ではないだろうか。その際，先行研究の中に自身の研究
をマクロに位置づけることが重要である。
2011年3月10日
於　首都大学東京秋葉原キャンパス
アメリカ合衆国における地図学・GIS 教育の変遷
－20世紀後半のワシントン大学を例に－
鈴木厚志（立正大学）
本報告はアメリカ合衆国における地図学・GIS 教育の変遷を整理し，ワシントン大学地理学教室を事例
とした GIS 教育の定着過程とその問題点を検討したものである。報告した内容は次の4点である。
1．20世紀アメリカ合衆国の地図学教育
2．教科書にみる地図学教育の変遷
3．ワシントン大学地理学教室の地図学教育（1950年代～1980年代中頃）
4．ワシントン大学地理学教室の GIS 教育（1980年代後半～現在）
アメリカ合衆国の地図学教育がコアプログラムを持ち，体系的な教育が実施されるのは第二次世界大戦
後であり，1980年代までは地図のデザインや複製等の伝達的側面を強調し行われてきた。試験的ではある
ものの，1970年代前半にはコンピュータマッピングを導入した授業も一部行われている。GIS が本格的に
導入され，地図学教育が GIS 教育と融合されるのは1980年代後半からである。
ワシントン大学を事例とした GIS 教育の定着過程に着目すると，当時若手の専任教員であった Nyerges
と Chrisman は地理的地図学（Geographic Cartography）の学習課程を基盤とし，かつ地図学と GIS 関連科
目で扱う内容と知識基準を明確にしてカリキュラム編成を行った。結果として，手作業を伴う地図学の授業
は姿を消し，最近では，社会における GIS の位置付けを説く授業や，地域的事象を地図化することの意味を
強調した実習付き授業が学部と大学院にそれぞれ配置され，連続的なカリキュラム編成となっている。
